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編　　集　　後　　記

「仏文研究」第9号を迎えるにあたり，本年4月1日をもって定年退官なされた

本城先生の定年退官記念特集を企画致しました。本城先生には，学生の研究の御指

導ばかりでなく，「仏文研究」創刊に際し御苦労をおかけし，以来度重なる御助言，

御援助をいただき，学生一同心からお礼申し上げると同時に，先生の今後の御健康

と御活躍をお祈り致します。また，退官に際し，先生には「仏文研究」に多額の御

寄付をいただき重ねてお礼申し上げます。

本企画を進めるに際し，原稿執筆を快く引き受けていただいた，本城先生，中川

先生にお礼申し上げます。

ところで，仏文研究室では以前1958年より研究誌「フランシア」が刊行されてお

りましたが，1967年11号にて先輩達により廃刊されました。1975年8月，私達大

学院生の研究成果の発表の場として，私達が「仏文研究」を創刊し現在に至ってお

ります。本誌は私達大学院生が責任をもって編集し，大学院生の会費及び寄稿者（大

学院生のみ）の多額の自己負担により運営されております。そのため財政が逼迫し

ております。今後とも，これまでと変わりなく読者の皆様の御援助をお願い申し上

げる次第です。　（編集委員一同）
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